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米
国
は
、
世
界
の
海
洋
政
策
を
リ
ー
ド
し
な
が
ら
も
、
国
連
海
洋

法
条
約
を
批
准
し
て
い
な
い
と
い
う
独
自
の
制
度
を
維
持
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
沿
岸
域
の
利
用
を
規
制
す
る
法
制
度
も
、
連
邦
国
家

で
あ
る
が
ゆ
え
の
特
色
が
あ
り
ま
す
。

オ
バ
マ
政
権
で
は
、
大
統
領
令
に
よ
り
、
沿
岸
海
洋
空
間
計
画

（C
oastal

an
d
M
arin
e
S
p
atial

P
lan
n
in
g

以
下
、
Ｃ
Ｍ
Ｓ
Ｐ
）
を
採
用

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
米
国
の
排
他
的
経
済
水
域
等
を
九
つ
の

区
域
に
分
け
、
既
存
の
縦
割
り
型
の
許
可
行
政
を
超
え
た
包
括
的
な

計
画
を
策
定
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
利
益
が
相
反
す
る

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
紛
争
解
決
手
続
ま
で
制
度
化
さ
れ
て
お
り
、

評
価
に
値
し
ま
す
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
歴
史
と
制
度
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

読
者
の
皆
様
に
と
っ
て
、
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

Ⅱ．

米
国
に
お
け
る
沿
岸
域
利
用
規
制
の
歴
史
的
展
開
（
小
見
出
し
）

１．

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
動
向

米
国
で
は
オ
バ
マ
大
統
領
に
よ
り
沿
岸
海
洋
空
間
計
画
（
Ｃ
Ｍ
Ｓ
Ｐ
）
が
採
用
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
包

括
的
で
地
域
に
根
ざ
し
た
沿
岸
地
域
と
海
洋
区
の
利
用
計
画
を
立
て
、
実
際
の
管
理
を
行
う
と
い
う

も
の
。
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
十
分
な
科
学
的
知
見
を
用
い
な
が
ら
、
連
邦
政
府
、
州
政
府
、
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
部
族
と
と
も
に
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。
紛
争
解
決
手
続
の
制
定
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
同

計
画
は
、
わ
が
国
の
離
島
振
興
を
考
え
る
上
で
も
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

特
に
オ
バ
マ
政
権
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
沿
岸
海
洋
空
間
計
画（
Ｃ
Ｍ
Ｓ
Ｐ
）に
つ
い
て

永
野
秀
雄

Ⅰ．

は
じ
め
に

Ⅱ．

米
国
に
お
け
る
沿
岸
域
利
用
規
制
の
歴
史
的
展
開
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米
国
は
、
戦
前
ま
で
、
沿
岸
か
ら
三
海
里
の
領
海
だ
け
を
主
張
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
メ
キ
シ
コ
湾
の
沿
岸
域

で
石
油
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
事
態
は
変
わ
り
ま
し
た
。
大
陸
棚
に

あ
る
地
下
資
源
を
自
国
の
も
の
に
す
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
が
高
ま

っ
た
の
で
す
。

ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
は
、
こ
の
よ
う
な
主
張
を
受
け
て
、
一
九
四

五
年
に
大
陸
棚
に
関
す
る
二
つ
の
大
統
領
宣
言
を
出
し
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
の
一
つ
が
、
米
国
の
大
陸
棚
に
存
在
す
る
石
油
、
ガ
ス
、
鉱

物
資
源
に
つ
い
て
排
他
的
管
轄
権
が
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
た
「
大
陸

棚
の
地
下
及
び
海
底
の
天
然
資
源
に
関
す
る
米
国
の
政
策
」
で
す

（
註
１
）。
こ
の
大
統
領
宣
言
は
、
そ
れ
ま
で
の
国
際
法
か
ら
す
る
と

認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
一
方
的
な
宣
言
と
も
い
え
ま
す
。
し

か
し
、
他
国
も
米
国
に
追
従
す
る
形
で
自
国
の
権
益
を
確
保
し
よ
う

と
動
き
だ
し
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
連
邦
政
府
が
、
一
定
の
公
海
上
の
漁
業
規
制
権
を
も

つ
と
宣
言
し
た
も
の
で
す
（
註
２
）。
こ
れ
は
、
米
国
が
連
邦
国
家
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
沿
岸
域
に
お
け
る
利
用
規
制
を
州
と
調
整
し
よ
う

と
し
た
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
宣
言
に
、
州
が
必
ず
し
も
納
得
し

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
漁
業
規
制
権
に
関
す
る
連
邦
政
府
と
州
政
府
の
紛
争
は
、
一

九
五
三
年
に
二
つ
の
法
律
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
一
応
の
決
着
を

み
ま
し
た
。
ま
ず
、
①
外
縁
大
陸
棚
法
と
い
う
法
律
に
よ
り
、
連
邦

政
府
が
、
大
陸
棚
に
あ
る
石
油
・
ガ
ス
資
源
を
、
開
発
の
た
め
に
企

業
な
ど
に
リ
ー
ス
で
き
る
と
い
う
権
限
を
得
ま
し
た
（
註
３
）。
ま
た
、

②
浸
水
地
法
と
い
う
法
律
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
海
岸
線
か
ら
三
マ

イ
ル
ま
で
が
州
の
管
轄
と
さ
れ
ま
し
た
（
註
４
）。

２．

一
九
六
〇
年
代
・
七
〇
年
代
に
お
け
る
海
洋
政
策
の
確
立

冷
戦
の
時
代
に
入
る
と
、
米
国
は
ソ
ビ
エ
ト
に
対
抗
す
る
た
め
に
、

海
洋
分
野
に
お
け
る
政
策
を
積
極
的
に
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。
一

九
六
六
年
に
は
、
海
洋
資
源
及
び
技
術
開
発
法
が
成
立
し
ま
し
た

（
註
５
）
。
こ
の
法
律
に
よ
り
、
海
洋
科
学
工
学
資
源
委
員
会
（
通
称

「
ス
ト
ラ
ッ
ト
ン
委
員
会
」）
が
設
立
さ
れ
、
大
統
領
に
海
洋
政
策
に
関

す
る
政
策
上
の
助
言
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
、

一
九
六
九
年
に
米
国
史
上
初
め
て
と
な
る
包
括
的
な
海
洋
政
策
を
示

す
報
告
書
を
公
表
し
ま
し
た
（
註
６
）。
そ
の
後
、
こ
の
報
告
書
に
基

づ
き
、
一
九
七
〇
年
に
海
洋
気
象
庁
が
設
立
さ
れ
（
註
７
）、
一
九
七

二
年
に
は
沿
岸
域
管
理
法
が
成
立
し
ま
し
た
（
註
８
）。

こ
の
沿
岸
域
管
理
法
に
つ
い
て
、
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
当
時
か
ら
、
沿
岸
域
に
人
口
が
集
中
し
た
こ
と
に
よ
り
、
環

境
破
壊
や
汚
染
問
題
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
こ
れ
ら

の
問
題
に
対
処
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
先
に
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
沿
岸
域
の
規
制
に
は
、
州
政
府
と

連
邦
政
府
と
の
調
整
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
連
邦
政
府
は
、
こ
の

法
律
に
よ
り
、
州
が
自
主
的
に
沿
岸
域
管
理
計
画
を
定
め
る
こ
と
を

奨
励
し
、
こ
れ
が
策
定
さ
れ
た
場
合
に
は
連
邦
政
府
か
ら
補
助
金
が
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で
る
と
い
う
誘
導
策
を
採
り
ま
し
た
。

一
九
七
六
年
に
は
、
漁
業
保
護
管
理
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
（
註
９
）。

こ
の
法
律
は
、
米
国
近
海
で
操
業
す
る
外
国
漁
船
に
対
す
る
規
制
を

求
め
る
声
を
受
け
、
海
岸
線
か
ら
三
海
里
の
地
点
か
ら
二
〇
〇
海
里

ま
で
を
漁
業
保
護
水
域
と
し
て
指
定
し
、
連
邦
政
府
が
排
他
的
に
管

轄
す
る
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

３．

一
九
八
〇
年
代
・
九
〇
年
代
の
動
き

レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
、
小
さ
な
政
府
を
め
ざ
し
、
規
制
緩
和
策
を

推
し
進
め
ま
し
た
が
、
そ
の
対
象
は
海
洋
政
策
に
も
及
び
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
一
九
七
〇
年
代
に
確
立
し
た
海
洋
管
理
制
度
の
う
ち
、

米
国
の
国
防
政
策
や
企
業
の
自
由
な
活
動
に
と
っ
て
妨
げ
に
な
る
も

の
は
規
制
を
緩
和
す
べ
き
で
あ
る
と
の
政
策
が
採
ら
れ
た
の
で
す
。

他
方
、
国
際
社
会
で
は
、
海
洋
政
策
に
か
か
わ
る
大
き
な
進
展
が

あ
り
ま
し
た
。
米
国
が
漁
業
保
護
管
理
法
を
制
定
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
第
三
回
国
連
海
洋
法
会
議
に
お
い
て
、
排
他
的
経
済

水
域
を
設
定
す
べ
き
だ
と
い
う
議
論
が
高
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
の
結

果
、
一
九
八
二
年
に
は
、
国
連
海
洋
法
条
約
が
採
択
さ
れ
ま
し
た

（
一
九
九
四
年
に
発
効
）（
註
10
）。

し
か
し
、
米
国
は
、
有
力
な
上
院
議
員
ら
が
、
同
条
約
を
批
准
す

る
と
国
家
主
権
を
損
な
い
、
深
海
鉱
物
の
開
発
に
関
す
る
企
業
の
自

由
を
制
限
す
る
こ
と
に
な
る
と
強
く
主
張
し
続
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
日
ま
で
こ
の
条
約
を
批
准
し
て
い
ま
せ
ん
。

レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
、
同
条
約
を
批
准
す
る
見
込
み
が
た
た
な
い

こ
と
か
ら
、
一
九
八
三
年
に
米
国
は
国
際
法
に
従
っ
た
主
権
と
管
轄

権
を
行
使
す
る
と
宣
言
す
る
こ
と
で
、
排
他
的
経
済
水
域
（
二
〇
〇

海
里
）
を
設
定
し
ま
し
た
（
註
11
）。
こ
の
宣
言
は
、
批
准
で
き
な
か

っ
た
国
連
海
洋
法
条
約
の
一
部
を
国
際
慣
習
法
と
し
て
取
り
入
れ
る

と
い
う
目
的
を
も
っ
て
い
ま
す
。
米
国
は
、
こ
の
宣
言
に
よ
り
、
一

夜
に
し
て
世
界
最
大
の
排
他
的
経
済
水
域
を
も
つ
国
家
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
同
大
統
領
は
、
一
九
八
八
年
に
領
海
を
三
海
里
か
ら
一
二

海
里
へ
拡
張
す
る
と
い
う
宣
言
を
行
い
ま
し
た
（
註
12
）。
同
宣
言
に

よ
り
、
米
国
は
、
拡
張
さ
れ
た
領
海
の
大
陸
棚
か
ら
上
空
域
ま
で
の

排
他
的
管
轄
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
は
、
一
九
九
九
年
に
、
米
国
の
一

二
海
里
か
ら
二
四
海
里
に
及
ぶ
接
続
水
域
に
関
す
る
宣
言
を
出
し
て

い
ま
す
（
註
13
）。
こ
の
宣
言
も
、
批
准
で
き
て
い
な
い
国
連
海
洋
法

条
約
（
三
三
条
）
の
内
容
を
国
際
慣
習
法
と
し
て
取
り
入
れ
た
も
の

で
す
。

４．

二
〇
〇
〇
年
の
海
洋
法
制
定
と
そ
の
施
策

米
国
の
海
洋
政
策
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
は
、
一
九
八
九
年
の
エ
ク
ソ
ン
バ
ル
デ
ィ
ー
ズ
号
原
油
流
出
事
故

で
す
。
こ
の
事
故
は
、
原
油
タ
ン
カ
ー
が
人
為
的
ミ
ス
に
よ
り
座
礁

し
、
一
一
〇
〇
万
ガ
ロ
ン
も
の
原
油
が
流
出
し
た
こ
と
で
、
海
上
事
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故
と
し
て
は
最
大
級
の
環
境
破
壊
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
（
註
14
）。

そ
れ
ま
で
、
米
国
は
、
海
上
事
故
が
起
き
た
場
合
、
個
別
の
事
案

ご
と
に
対
処
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
包
括
的

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
ク

リ
ン
ト
ン
大
統
領
は
、
一
九
九
九
年
に
包
括
的
海
洋
政
策
に
つ
い
て

の
報
告
書
を
ま
と
め
さ
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
翌
二
〇
〇
〇
年
に
は
海
洋
法
（
註
15
）
が
制
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
包
括
的
国
家
海
洋
政
策
の
策
定
を

目
的
と
す
る
海
洋
政
策
審
議
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
審
議
会

で
は
、
二
〇
〇
四
年
九
月
に
「
二
一
世
紀
の
海
洋
の
青
写
真
」、
同

年
一
二
月
に
米
国
海
洋
行
動
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

持
続
可
能
性
の
あ
る
海
洋
開
発
を
重
視
し
た
政
策
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。ブ

ッ
シ
ュ
大
統
領
は
、
こ
れ
ら
の
報
告
書
に
応
え
て
、
二
〇
〇
四

年
に
海
洋
政
策
に
関
す
る
省
庁
間
委
員
会
を
設
置
す
る
大
統
領
令
を

出
し
ま
し
た
（
註
16
）。
海
洋
政
策
で
は
、
縦
割
り
行
政
の
弊
害
が
出

や
す
い
こ
と
か
ら
、
管
轄
権
を
も
つ
省
庁
の
責
任
者
を
こ
の
委
員
会

に
集
め
て
、
政
策
上
の
調
整
を
行
う
こ
と
に
し
た
わ
け
で
す
。

オ
バ
マ
大
統
領
に
よ
る
政
権
交
代
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
海
洋
政

策
も
共
和
党
的
な
考
え
方
か
ら
民
主
党
の
主
張
を
反
映
し
た
も
の
へ

と
転
換
し
て
い
き
ま
す
。

オ
バ
マ
政
権
は
、
ま
ず
、
二
〇
〇
九
年
六
月
に
省
庁
間
海
洋
政
策

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
（
註
17
）。
そ
し
て
、
同
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
に
よ
る
最
終
勧
告
を
受
け
て
（
註
18
）、
二
〇
一
〇
年
七

月
一
九
日
、
大
統
領
令
一
三
五
四
七
号
「
海
洋
、
沿
岸
域
、
及
び
五

大
湖
の
保
護
」（
註
19
）
を
出
し
ま
し
た
。
こ
の
大
統
領
令
は
、
オ
バ

マ
政
権
の
海
洋
政
策
の
全
体
像
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に

国
家
海
洋
審
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
審
議
会
は
、
沿
岸
域

に
か
か
わ
る
省
庁
（
国
務
省
、
司
法
省
な
ど
を
含
む
）
の
長
官
、
副
長
官

級
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
本
格
的
な
も
の
で
す
。

こ
の
大
統
領
令
に
よ
り
打
ち
出
さ
れ
た
政
策
の
中
で
、
特
に
注
目

す
べ
き
は
、
沿
岸
海
洋
空
間
計
画
（
Ｃ
Ｍ
Ｓ
Ｐ
）
の
導
入
で
あ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
こ
の
Ｃ
Ｍ
Ｓ
Ｐ
は
、
包
括
的
で
地
域
に
根
ざ
し
た
沿
岸

地
域
と
海
洋
区
の
利
用
計
画
を
立
て
、
実
際
の
管
理
を
行
う
と
い
う

も
の
で
す
。
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
十
分
な
科
学
的
知
見
を
用
い
な

が
ら
、
連
邦
政
府
、
州
政
府
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
部
族
と
と
も
に
計
画

を
策
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
沿
岸
海
洋
空
間
を
利
用
す
る
と
き
に
、
商
業
的
な
利
用
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
利
用
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
た
め
の
利
用
、

環
境
保
全
や
国
家
安
全
保
障
上
の
活
動
な
ど
が
競
合
し
う
る
こ
と
は

明
ら
か
で
す
。
こ
の
問
題
を
、
既
存
の
縦
割
り
型
の
許
可
手
続
の
下

で
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
よ
り
包
括
的
で
、
統
合
的
な
計

画
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
環
境
へ
の
配
慮
や
、
計
画
の
策
定

Ⅲ．

オ
バ
マ
政
権
下
の
海
洋
政
策
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段
階
に
お
け
る
柔
軟
性
も
必
要
で
す
。

こ
れ
を
行
お
う
と
す
る
の
が
Ｃ
Ｍ
Ｓ
Ｐ
で
あ
り
、そ
の
計
画
策
定

手
続
で
は
、
影
響
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
参

加
を
求
め
な
が
ら
、
沿
岸
海
洋
空
間
を
利
用
す
る
当
事
者
の
紛
争
を

減
ら
す
た
め
の
手
続
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
手
続
に
よ

り
規
制
の
効
率
性
を
高
め
、
費
用
を
削
減
し
、
実
施
が
遅
れ
る
事
態

を
減
ら
す
と
と
も
に
、
環
境
保
全
を
も
達
成
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
米
国
の
排
他
的
経
済
水
域
を

北
東
（N

o
rth
e
a
st

）
、
中
大
西
洋
（M

id
-A
tla
n
tic

）
、
南
大
西
洋

（S
ou
th
A
tlan
tic

）
、
カ
リ
ブ
海
（C

arib
b
ean

）
、
メ
キ
シ
コ
湾
（G

u
lf

of
M
ex
ico

）
、
西
海
岸
（W

est
C
oast

）
、
太
平
洋
諸
島
（P

acific

Islan
d
s

）、
ア
ラ
ス
カ
・
北
極
圏
（A

lask
a/A
rctic

）
の
八
区
域
に
分

け
、
こ
れ
に
五
大
湖
（G

reat
L
ak
es

）
を
足
し
た
九
つ
の
区
域
ご
と

に
区
域
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
（
図
１
参
照
）。

各
区
域
に
は
、
連
邦
政
府
、
州
政
府
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
自
治
区
の

代
表
か
ら
な
る
区
域
計
画
策
定
機
関
が
設
置
さ
れ
、
当
該
区
域
の
沿

岸
海
洋
空
間
計
画
と
、
そ
の
目
的
等
の
詳
細
を
詰
め
る
計
画
で
す
。

そ
し
て
、
全
国
的
な
一
貫
性
を
保
ち
な
が
ら
、
各
区
域
の
計
画
策
定

を
支
援
す
る
た
め
に
、
先
ほ
ど
触
れ
た
国
家
海
洋
審
議
会
が
指
針
を

策
定
し
、
各
区
域
の
Ｃ
Ｍ
Ｓ
Ｐ
を
策
定
段
階
ご
と
に
承
認
す
る
と
い

う
手
続
を
と
り
ま
す
。
ま
た
、
計
画
策
定
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

た
め
、
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
デ
ー

タ
や
情
報
の
透
明
性
を
確
保
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

図1 広域海洋エコシステムと区域計画（出典：Final Recommendations at 52）
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実
施
段
階
で
は
、
柔
軟
性
を
最
大
限
尊
重
す
る
こ
と
が
う
た
わ
れ
て

い
ま
す
。
二
〇
一
五
年
ま
で
に
、
全
て
の
区
域
で
Ｃ
Ｍ
Ｓ
Ｐ
が
策
定

さ
れ
る
予
定
で
す
。

な
お
、
省
庁
間
海
洋
政
策
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
よ
る
最
終
勧
告
で

は
、
Ｃ
Ｍ
Ｓ
Ｐ
を
実
施
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
潜
在
的
な
利
益
を
示

す
事
例
と
し
て
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
プ
ロ
ビ
ン
ス
タ
ウ
ン
沖
の

ス
テ
ル
ワ
ー
ゲ
ン
バ
ン
ク
国
立
海
洋
保
護
区
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

具
体
的
に
は
、
ク
ジ
ラ
が
同
海
洋
保
護
区
に
お
い
て
船
舶
と
衝
突

す
る
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
同
州
の
ボ
ス
ト
ン
交
通
分
離
計

画
を
包
括
的
計
画
策
定
の
手
法
に
よ
り
改
訂
し
た
事
例
で
す
。
こ
の

過
程
で
、
海
洋
気
象
庁
、
連
邦
沿
岸
警
備
隊
、
そ
の
他
の
複
数
の
政

府
機
関
と
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
、
①
海
上
交
通
の
必
要
性
、
②
海

中
に
建
設
を
予
定
し
て
い
る
液
化
天
然
ガ
ス
基
地
の
設
置
場
所
、
③

絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
ク
ジ
ラ
の
生
息
域
等
を
分
析
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
受
け
て
改
訂
さ
れ
た
ボ
ス
ト
ン
交
通
分
離
計
画
で
は
、

盧
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
と
、
絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
セ
ミ
ク
ジ
ラ
が
船
舶
と
衝

突
す
る
リ
ス
ク
を
、
推
定
で
そ
れ
ぞ
れ
八
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
五
八
パ

ー
セ
ン
ト
削
減
し
、
盪
こ
の
改
訂
に
よ
り
商
業
船
舶
の
輸
送
時
間
は
、

航
行
速
度
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
の
、
九
分
か
ら
二
二
分
増
え
た
に

と
ど
ま
り
、
蘯
液
化
天
然
ガ
ス
基
地
の
設
置
場
所
に
関
す
る
問
題
は

解
消
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
盻
新
た
に
設
定
さ
れ
た
航
路

に
よ
り
、
ボ
ス
ト
ン
交
通
分
離
計
画
に
服
す
る
商
業
用
漁
船
と
ク
ジ

図2 ＣＭＳＰによりもたらされる潜在的な利益を示す事例「ステルワーゲンバンク国立
海洋保護区」（出典：Final Recommendations at 45）」
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ラ
観
察
船
と
が
重
複
し
て
航
行
す
る
場
合
が
減
っ
た
こ
と
か
ら
、
海

上
の
安
全
性
を
向
上
さ
せ
た
と
評
価
で
き
ま
す
（
図
２
参
照
）。

な
お
、
図
２
に
お
い
て
、
中
央
に
あ
る
縦
に
な
っ
た
台
形
の
よ
う

な
区
域
が
ス
テ
ル
ワ
ー
ゲ
ン
バ
ン
ク
国
立
海
洋
保
護
区
で
あ
り
、
そ

の
左
辺
に
四
つ
縦
に
並
ぶ
小
さ
な
同
心
円
が
深
海
の
液
化
天
然
ガ
ス

基
地
を
示
し
て
い
ま
す
。
黒
い
実
線
が
交
通
分
離
計
画
を
示
し
、
破

線
が
そ
の
旧
計
画
を
表
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
海
洋
保
護
区
の
中
の

「
色
の
濃
い
部
分
」
が
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
の
生
息
密
度
が
高
い
こ
と
を
示

し
、
白
い
小
さ
な
「
○
」
は
セ
ミ
ク
ジ
ラ
が
目
撃
さ
れ
た
位
置
を
示

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
米
国
の
海
洋
政
策
、
特
に
沿
岸
海
洋
空

間
計
画
（
Ｃ
Ｍ
Ｓ
Ｐ
）
に
は
、
わ
が
国
の
離
島
振
興
を
考
え
る
上
で
参

考
に
な
る
点
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
①
沿
岸
区
域
と
海
洋
区
の
利
用
に
つ
き
、
商
業
的
な

利
用
か
ら
国
家
安
全
保
障
上
の
活
動
ま
で
を
総
合
的
に
計
画
す
る
点
、

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
参
加
を
保
障
し
て
い
る

点
、
③
当
事
者
間
の
紛
争
が
生
じ
る
こ
と
を
前
提
に
、
そ
の
紛
争
解

決
手
続
を
盛
り
込
ん
で
い
る
点
、
④
排
他
的
経
済
水
域
を
区
分
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
ご
と
に
計
画
が
策
定
さ
れ
、
段
階
ご
と
に
国
家
海

洋
審
議
会
が
承
認
し
て
ゆ
く
制
度
、
⑤
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築

と
透
明
性
の
確
保
な
ど
で
す
。
ま
た
、
本
稿
で
は
検
討
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
九
つ
の
区
域
に
お
け
る
離
島
の
位
置
づ
け
も
研
究
に
値

す
る
テ
ー
マ
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
わ
が
国
に
は
、
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年
に
成
立
し

た
海
洋
基
本
法
が
あ
り
、
同
法
に
基
づ
き
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年

三
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
海
洋
基
本
計
画
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に

お
い
て
、
離
島
の
保
全
な
ど
が
国
の
責
務
と
し
て
明
記
さ
れ
た
の
は
、

大
き
な
前
進
で
す
。
た
だ
し
、
海
洋
基
本
計
画
で
は
、「
沿
岸
域
に

お
け
る
利
用
調
整
」
は
考
慮
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
米
国
の
よ
う
に

紛
争
解
決
手
続
の
制
定
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

「
沿
岸
域
管
理
に
関
す
る
連
携
体
制
の
構
築
」
を
み
て
も
、
米
国
ほ

ど
総
合
的
な
シ
ス
テ
ム
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
、
わ
が
国
の
海
洋
基
本
計
画
を
実
施
し
て
い
く
上
で
、
米
国

の
制
度
は
多
い
に
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
排
他
的
経
済

水
域
を
確
保
し
て
い
る
外
洋
離
島
の
み
な
ら
ず
、
近
海
、
内
海
で
自

然
保
護
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
離
島
は
、
日
本
国
に
と
っ

て
大
き
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
す
。
こ
の
点
を
重
視
し
た
わ
が
国

の
海
洋
政
策
が
実
施
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
強
く
望
ん
で
い
ま
す
。
■

Ⅳ．

わ
が
国
の
離
島
振
興
へ
の
提
言
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